
歴
史
を
訪
ね
て

総　数	 ３，４１３人

　男	 １，６１１人

　女	 １，８０２人

世帯数	 １，７５６世帯

■令和７年１月末日現在

　住民基本台帳等登録数
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「
ぴ
ぴ
」
と
は
、「
比
布
」
と
い
う
地
名
の
語
源
と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
語
で
す
。
比
布
は
以
前
「
ピ
ピ
」
ま
た
は
「
ピ
プ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

く
る
み
保
育
園
の
歴
史

　
戦
時
体
制
下
の
銃
後
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

応
召
家
庭
（
戦
争
で
家
族
が
出
征
し
た
家
庭
）

の
幼
児
保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
流

れ
の
中
で
、
昭
和
17
年
４
月
に
宮
﨑
光
が
弘
誓

寺
の
本
堂
で
託
児
所
を
開
い
た
こ
と
が
、
後
の

「
く
る
み
保
育
園
」、
そ
し
て
、
本
町
の
児
童
福

祉
施
設
の
始
ま
り
で
す
。

　
終
戦
後
、
昭
和
20
年
10
月
に
こ
の
託
児
所
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
28
年
に
宮
﨑
光
が
近
所

の
主
婦
と
協
力
し
て
再
開
し
、
30
年
に
は
私
財

を
投
じ
て
「
く
る
み
保
育
園
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
無
認
可
で
し
た
が
、

本
格
的
な
保
育
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
次
第
に
入
園
希
望
者
が
増
え
、
通
年
制
の
認

可
保
育
園
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
43

年
12
月
、
社
会
福
祉
法
人
大
悲
会
が
設
立
さ
れ
、

旧
東
園
小
学
校
の
校
舎
を
移
築
改
装
し
て
園
舎

を
整
備
。
翌
年
３
月
に
は
定
員
60
人
の
通
年
制

認
可
保
育
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
定
員
の
増
減
や
園
舎
の
老
朽
化
に
対

応
し
な
が
ら
増
改
築
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

運
営
主
体
で
あ
る
大
悲
会
は
、
新
た
に
園
舎
を

中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
（
旧
児
童
公
園
）
内
に
新

築
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

幼
稚
園
と
保
育
園
の
良
さ
を
併
せ
持
ち
、
教
育

と
保
育
を
一
体
的
に
行
う
「
認
定
こ
ど
も
園
」

を
、
令
和
７
年
４
月
に
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
参
考
・
比
布
町
史
）

社
会
福
祉
法
人
大
悲
会
が
運
営
す
る
「
く
る
み
保
育
園
」
の
新

園
舎
が
完
成
し
、
昨
年
12
月
か
ら
新
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４
月
に
は
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
す

る
予
定
で
、
本
町
の
保
育
環
境
が
よ
り
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ナナプラザの新商品「いちごビネガー」

遊具で遊ぶ園児たち（昭和 39 年撮影）

弘誓寺の本堂横に設けられた遊具で元
気に遊ぶ園児たち。当時の定員は 40
人で、年間 290 日開設されていました。

くるみ保育園新園舎の外観（令和６年 11 月撮影）

木のぬくもりをいっぱいに感じられる園舎に生まれ変わりました。

園舎をリニューアル（平成９年撮影）

老朽化に伴い改築された園舎。改築後
は約 28 年間にわたり使用され、多く
の園児たちの思い出が詰まった場所と
なりました（現在は解体済み）。
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ふるさと会から
各会では会員を募集しています。

各連絡先、または、比布町役場総

務企画課総合政策室まち発信係へ

お気軽にお問い合わせください。

令和６年３月、札幌比布会役員の

飛彈野敏子さんから比布中央学校

新１年生に向けて、手作りのアク

札幌比布会
■会　長　大谷 知彰さん 
■会　員　約 150人
■総　会　毎年７月上旬ごろ
■会　費　7,000円程度
■連絡先　高橋 美伸さん 
 ☎ 090-1640-3453

旭川比布同郷会
■会　長　南本 律子さん
■会　員　約 200 人
■総　会　毎年９月上旬ごろ
■会　費　6,500円程度
■連絡先　大谷 英躬さん

☎ 090-2052-3364

東京比布会
■会　長　牧野 正さん 
■会　員　約 250 人
■総　会　毎年６月下旬ごろ
■会　費　8,000円程度
■連絡先　深瀬 和昭さん 
 ☎ 048-554-6765

水森かおりの「宗谷本線比布駅」を合唱

出席した17回生の皆さん

おいしい料理を囲みながら近況報告

ありがとうございます

リルコースターが

贈られました。心

温まる記念の品

を、ありがとうご

ざいました。

Town News まちのできごと 2024.1 -12
令
和
６
年
１
月
27
日

寒
河
江
冴
六
さ
ん（
６
年
）

が「
第
28
回
全
国
少
年
少
女

選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
」
小
学
生
男
子
50
キ
ロ

級
で
第
３
位
に
入
賞

２
月
６
日

勝
見
洸
太
さ
ん
（
８
年
）
が

「
第
61
回
全
国
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
」
男
子
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
出
場

２
月
９
日

５
区
に
ジ
ビ
エ
工
房
　
　

「
Ｐピ

ピ

ユ

ク

Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
」（
代
表
　

桑
野
未
来
氏
）開
設

２
月
17
日

大
島
い
ち
か
さ
ん（
４
年
）

が
「
第
13
回
び
わ
湖
カ
ッ
プ

な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

（
全
国
大
会
）
に
出
場

３
月
５
日

今
井
明
信
さ
ん
（
西
町
）
が

全
国
町
村
議
会
議
長
会
「
自

治
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞

３
月
６
日

今
野
勝
貴
さ
ん
（
４
区
）
が

第
62
回
全
国
青
年
農
業
者

会
議
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

土
地
利
用
型
作
物
の
部
で

「
農
林
水
産
省
経
営
局
長
賞

（
優
秀
賞
）」を
受
賞

３
月
９
日

緑
町
に「
ぴ
っ
ぷ
動
物
病
院
」

（
院
長
大
瀧
将
吾
氏
）
開
院

３
月
30
日

大
泉
遼
さ
ん
・
鳩
澤
真
人
さ

ん
ペ
ア
（
５
年
）
が「
第
23

回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
」
に
出
場

３
月
31
日

夏
井
み
い
な
さ
ん
・
久
保
田

琉
さ
ん
（
６
年
）
が「
第
65

回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬

成
大
会
」に
出
場

「ふるさと納税」は、自分が住んでいる自治体以外に寄付をする
ことで、税の控除が受けられます。また、そのお礼として町の特
産品をお送りします。ふるさと納税で比布町を応援しませんか？

詳しいお問い合わせは

役場商工観光課 商工観光振興室 経済活性化係  ☎0166-85-4806
比布町ふるさと納税

イメージキャラクター
ふるさと小僧

※児童生徒は当時の学年で掲載しています。

４
月
１
日

旧
蘭
留
小
学
校
校
舎
内
に

木
製
バ
ッ
ト
工
房
「
Ｋ
キ
Ｉ

Ｔ
タ

カ

ラ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」（
代
表
　

稲
原
周
作
氏
）
開
設

４
月
26
日

比
布
中
央
学
校
９
年
生
が
修

学
旅
行
で
東
京
比
布
会
役
員

と
交
流

５
月
４
日

菅
野
博
孝
さ
ん（
10
区
）
が

家
元
を
務
め
る
菅
野
孝
山

流
・
孝
山
会
が
「
第
18
回
津

軽
三
味
線
日
本
一
決
定
戦
」

団
体
り
ん
ご
の
部
で
優
勝

６
月
２
日

千
葉
俊
冴
さ
ん
（
９
年
）
が

「
第
46
回
口
笛
世
界
大
会
」

テ
ィ
ー
ン
部
門
で
優
勝

６
月
22
日

東
京
比
布
会
が
総
会
を
開
催

７
月
７
日

札
幌
比
布
会
が
総
会
を
開
催

７
月
25
日

上
道
敬
翔
さ
ん（
８
年
）・

野
内
陸
来
さ
ん（
７
年
）・

梅
澤
満
喜
さ
ん（
７
年
）
が

「
文
部
科
学
大
臣
杯
第
20
回

小
・
中
学
校
将
棋
団
体
戦
」

に
出
場

９
月
１
日

旭
川
比
布
同
郷
会
が
総
会
を

開
催

９
月
４
日

町
行
政
相
談
委
員
の
岡
田
功

さ
ん
（
９
区
）
が
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞

11
月
３
日

星
明
美
さ
ん
（
南
町
）
が
比

布
町
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

11
月
30
日

西
町
に
く
る
み
保
育
園
（
社

会
福
祉
法
人
大
悲
会
運
営
）

の
新
園
舎
が
落
成

ふるさと納税で比布町を応援してください！

  比布町 ふるさと納税 検索
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水
森
か
お
り
さ
ん
来
町

　
８
月
４
日
、「
第
２
回
ぴ
っ

ぷ
夏
ま
つ
り
」
が
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
比
布
町
応
援
大
使

の
演
歌
歌
手
・
水
森
か
お
り
さ

ん
が
登
場
し
、「
宗
谷
本
線
比

布
駅
」
な
ど
９
曲
を
披
露
。
超

満
員
の
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
打
上
花
火
も
行
わ
れ
、
短
い

夏
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

４
連
合
交
流
Ｐ
Ｇ
大
会

　
８
月
25
日
、
日
本
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
北
海
道
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

の
大
会
が
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

ぴ
っ
ぷ
で
開
催
。
上
川
・
オ
ホ
ー

ツ
ク
・
宗
谷
・
オ
ロ
ロ
ン
地
区

の
会
員
94
人
が
参
加
し
、
コ
ー

ス
に
快
音
を
響
か
せ
ま
し
た
。

「
真
打
ち
競
演
」公
開
収
録

　
９
月
27
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放

送
局
と
の
共
催
で
、
ラ
ジ
オ
番

組
「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開

収
録
を
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
町
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か

け
、
プ
ロ
の
漫
才
や
落
語
を
楽

し
み
ま
し
た
。

湖
南
市
母
村
散
策
ツ
ア
ー

　
11
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け

て「
湖
南
市
母
村
散
策
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
、
町
民
参
加
者
５
人

を
含
む
７
人
が
滋
賀
県
湖
南
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
湖
南
市
（
旧
甲
西
町
）
は
、

明
治
28
年
に
下
田
地
区
か
ら

ピ
ッ
プ
原
野
へ
開
拓
団
が
入
植

し
て
お
り
、
本
町
に
と
っ
て
母

村
の
一
つ
で
す
。
現
地
の
温
か

い
歓
迎
を
受
け
、
湖
南
市
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

各
種
記
念
グ
ッ
ズ

　
ぴ
っ
ぷ
１
３
０
年
記
念
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ
た
記
念
メ

ダ
ル
を
作
製
し
、
子
ど
も
が
参

加
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
入
賞
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ピ
ッ
プ
株
式
会
社
か

ら
１
３
０
年
記
念
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
「
ピ
ッ
プ
エ
レ
キ
バ
ン
」
１
、

０
０
０
個
を
寄
贈
い
た
だ
き
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
配
布

し
ま
し
た
。

記
念
事
業
企
画
委
員
会

　
令
和
６
年
１
月
11
日
、
ぴ
っ

ぷ
１
３
０
年
記
念
事
業
に
向
け

て
、
Ｊ
Ａ
や
商
工
会
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
役
員
を
企
画

委
員
に
委
嘱
し
、
記
念
事
業
企

画
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

比
布
町
ふ
る
さ
と
応
援
大
使

　
町
出
身
の
著
名
人
で
、
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
応
援
い
た
だ

く
「
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
」
の

第
１
号
に
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
笈

川
司
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
６
月
30
日
、
笈
川
さ
ん
の
所

属
バ
ン
ドB

ブ
ー
ジ
ー

U
G

Y C

ク

ラ

ク

シ

ョ

ン

R
A

X
O

N
E

も
出
演
し
た
野
外
ラ
イ
ブ
「
苺

Ｊ
Ａ
Ｍ
」
で
、
村
中
町
長
か
ら

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

３
同
郷
会
合
同
ふ
る
さ
と
訪
問

　
８
月
１
日
、
３
つ
の
同
郷
会

員
が
町
を
訪
問
す
る
「
旭
川
・

札
幌
・
東
京
比
布
会
合
同
ふ
る

さ
と
訪
問
」
を
開
催
し
、
町
民

含
む
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ

れ
た
ほ
か
、
小
学
校
跡
地
や
比

布
中
央
学
校
の
見
学
、
比
布
神

社
例
大
祭
の
見
物
な
ど
、
特
別

な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
®
に
認
定

　
８
月
４
日
、
町
体
育
館
で
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
®「
同
時
に
卵

か
け
ご
飯
を
作
っ
た
最
多
人

数
」に
挑
戦
し
、
３
２
５
人
が
成

功
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
挑
戦
は
、
令
和
５
年
11

月
に
行
わ
れ
た
比
布
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
比
布
中
央
学

校
９
年
生
が
「
卵
か
け
ご
飯
で

比
布
町
の
名
を
世
界
に
広
め
よ

う
」
と
町
長
に
提
案
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

ぴ
っ
ぷ
130
年
記
念
事
業

令
和
６
年
、
比
布
町
は
１
３
０
年
を
迎
え
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

数
々
の
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
記
録
を
掲
載
し
ま
す
。

比布町出身の笈川司さん（右）

町内外から327人の挑戦者が集結

町
史
第
４
巻（
平
成
史
）発
刊

　
第
３
巻
（
平
成
９
年
発
行
）

以
降
の
町
の
歩
み
を
記
録
し
た

「
比
布
町
史
第
４
巻（
平
成
史
）」

を
発
行
し
ま
し
た
。

記念メダル（上）
記念パッケージのエレキバン（下）

規
格

　
Ｂ
５
版
・
８
８
４
ペ
ー
ジ

価
格（
税
込
）

 

・
比
布
町
民
４
千
円

 

・
同
郷
会
員
５
千
円

 

・
町
外
の
方
６
千
円

　
※
送
料
は
実
費
負
担
（
着
払
い
）

販
売
窓
口

　
役
場
総
務
企
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総
合
政

策
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ま
ち
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信
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ふるさと会から
各会では会員を募集しています。

各連絡先、または、比布町役場総

務企画課総合政策室まち発信係へ

お気軽にお問い合わせください。

令和６年３月、札幌比布会役員の

飛彈野敏子さんから比布中央学校

新１年生に向けて、手作りのアク

札幌比布会
■会　長　大谷 知彰さん 
■会　員　約 150人
■総　会　毎年７月上旬ごろ
■会　費　7,000円程度
■連絡先　高橋 美伸さん 
 ☎ 090-1640-3453

旭川比布同郷会
■会　長　南本 律子さん
■会　員　約 200 人
■総　会　毎年９月上旬ごろ
■会　費　6,500円程度
■連絡先　大谷 英躬さん

☎ 090-2052-3364

東京比布会
■会　長　牧野 正さん 
■会　員　約 250 人
■総　会　毎年６月下旬ごろ
■会　費　8,000円程度
■連絡先　深瀬 和昭さん 
 ☎ 048-554-6765

水森かおりの「宗谷本線比布駅」を合唱

出席した17回生の皆さん

おいしい料理を囲みながら近況報告

ありがとうございます

リルコースターが

贈られました。心

温まる記念の品

を、ありがとうご

ざいました。

Town News まちのできごと 2024.1 -12
令
和
６
年
１
月
27
日

寒
河
江
冴
六
さ
ん（
６
年
）

が「
第
28
回
全
国
少
年
少
女

選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
」
小
学
生
男
子
50
キ
ロ

級
で
第
３
位
に
入
賞

２
月
６
日

勝
見
洸
太
さ
ん
（
８
年
）
が

「
第
61
回
全
国
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
」
男
子
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
出
場

２
月
９
日

５
区
に
ジ
ビ
エ
工
房
　
　

「
Ｐピ

ピ

ユ

ク

Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
」（
代
表
　

桑
野
未
来
氏
）開
設

２
月
17
日

大
島
い
ち
か
さ
ん（
４
年
）

が
「
第
13
回
び
わ
湖
カ
ッ
プ

な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

（
全
国
大
会
）
に
出
場

３
月
５
日

今
井
明
信
さ
ん
（
西
町
）
が

全
国
町
村
議
会
議
長
会
「
自

治
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞

３
月
６
日

今
野
勝
貴
さ
ん
（
４
区
）
が

第
62
回
全
国
青
年
農
業
者

会
議
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

土
地
利
用
型
作
物
の
部
で

「
農
林
水
産
省
経
営
局
長
賞

（
優
秀
賞
）」を
受
賞

３
月
９
日

緑
町
に「
ぴ
っ
ぷ
動
物
病
院
」

（
院
長
大
瀧
将
吾
氏
）
開
院

３
月
30
日

大
泉
遼
さ
ん
・
鳩
澤
真
人
さ

ん
ペ
ア
（
５
年
）
が「
第
23

回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
」
に
出
場

３
月
31
日

夏
井
み
い
な
さ
ん
・
久
保
田

琉
さ
ん
（
６
年
）
が「
第
65

回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬

成
大
会
」に
出
場

「ふるさと納税」は、自分が住んでいる自治体以外に寄付をする
ことで、税の控除が受けられます。また、そのお礼として町の特
産品をお送りします。ふるさと納税で比布町を応援しませんか？

詳しいお問い合わせは

役場商工観光課 商工観光振興室 経済活性化係  ☎0166-85-4806
比布町ふるさと納税

イメージキャラクター
ふるさと小僧

※児童生徒は当時の学年で掲載しています。

４
月
１
日

旧
蘭
留
小
学
校
校
舎
内
に

木
製
バ
ッ
ト
工
房
「
Ｋ
キ
Ｉ

Ｔ
タ

カ

ラ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」（
代
表
　

稲
原
周
作
氏
）
開
設

４
月
26
日

比
布
中
央
学
校
９
年
生
が
修

学
旅
行
で
東
京
比
布
会
役
員

と
交
流

５
月
４
日

菅
野
博
孝
さ
ん（
10
区
）
が

家
元
を
務
め
る
菅
野
孝
山

流
・
孝
山
会
が
「
第
18
回
津

軽
三
味
線
日
本
一
決
定
戦
」

団
体
り
ん
ご
の
部
で
優
勝

６
月
２
日

千
葉
俊
冴
さ
ん
（
９
年
）
が

「
第
46
回
口
笛
世
界
大
会
」

テ
ィ
ー
ン
部
門
で
優
勝

６
月
22
日

東
京
比
布
会
が
総
会
を
開
催

７
月
７
日

札
幌
比
布
会
が
総
会
を
開
催

７
月
25
日

上
道
敬
翔
さ
ん（
８
年
）・

野
内
陸
来
さ
ん（
７
年
）・

梅
澤
満
喜
さ
ん（
７
年
）
が

「
文
部
科
学
大
臣
杯
第
20
回

小
・
中
学
校
将
棋
団
体
戦
」

に
出
場

９
月
１
日

旭
川
比
布
同
郷
会
が
総
会
を

開
催

９
月
４
日

町
行
政
相
談
委
員
の
岡
田
功

さ
ん
（
９
区
）
が
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞

11
月
３
日

星
明
美
さ
ん
（
南
町
）
が
比

布
町
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

11
月
30
日

西
町
に
く
る
み
保
育
園
（
社

会
福
祉
法
人
大
悲
会
運
営
）

の
新
園
舎
が
落
成

ふるさと納税で比布町を応援してください！

  比布町 ふるさと納税 検索
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水
森
か
お
り
さ
ん
来
町

　
８
月
４
日
、「
第
２
回
ぴ
っ

ぷ
夏
ま
つ
り
」
が
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
比
布
町
応
援
大
使

の
演
歌
歌
手
・
水
森
か
お
り
さ

ん
が
登
場
し
、「
宗
谷
本
線
比

布
駅
」
な
ど
９
曲
を
披
露
。
超

満
員
の
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
打
上
花
火
も
行
わ
れ
、
短
い

夏
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

４
連
合
交
流
Ｐ
Ｇ
大
会

　
８
月
25
日
、
日
本
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
北
海
道
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

の
大
会
が
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

ぴ
っ
ぷ
で
開
催
。
上
川
・
オ
ホ
ー

ツ
ク
・
宗
谷
・
オ
ロ
ロ
ン
地
区

の
会
員
94
人
が
参
加
し
、
コ
ー

ス
に
快
音
を
響
か
せ
ま
し
た
。

「
真
打
ち
競
演
」公
開
収
録

　
９
月
27
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放

送
局
と
の
共
催
で
、
ラ
ジ
オ
番

組
「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開

収
録
を
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
町
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か

け
、
プ
ロ
の
漫
才
や
落
語
を
楽

し
み
ま
し
た
。

湖
南
市
母
村
散
策
ツ
ア
ー

　
11
月
16
日
か
ら
18
日
に
か
け

て「
湖
南
市
母
村
散
策
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
、
町
民
参
加
者
５
人

を
含
む
７
人
が
滋
賀
県
湖
南
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
湖
南
市
（
旧
甲
西
町
）
は
、

明
治
28
年
に
下
田
地
区
か
ら

ピ
ッ
プ
原
野
へ
開
拓
団
が
入
植

し
て
お
り
、
本
町
に
と
っ
て
母

村
の
一
つ
で
す
。
現
地
の
温
か

い
歓
迎
を
受
け
、
湖
南
市
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

各
種
記
念
グ
ッ
ズ

　
ぴ
っ
ぷ
１
３
０
年
記
念
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ
た
記
念
メ

ダ
ル
を
作
製
し
、
子
ど
も
が
参

加
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
入
賞
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ピ
ッ
プ
株
式
会
社
か

ら
１
３
０
年
記
念
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
「
ピ
ッ
プ
エ
レ
キ
バ
ン
」
１
、

０
０
０
個
を
寄
贈
い
た
だ
き
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
配
布

し
ま
し
た
。

記
念
事
業
企
画
委
員
会

　
令
和
６
年
１
月
11
日
、
ぴ
っ

ぷ
１
３
０
年
記
念
事
業
に
向
け

て
、
Ｊ
Ａ
や
商
工
会
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
役
員
を
企
画

委
員
に
委
嘱
し
、
記
念
事
業
企

画
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

比
布
町
ふ
る
さ
と
応
援
大
使

　
町
出
身
の
著
名
人
で
、
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
応
援
い
た
だ

く
「
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
」
の

第
１
号
に
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
笈

川
司
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
６
月
30
日
、
笈
川
さ
ん
の
所

属
バ
ン
ドB

ブ
ー
ジ
ー

U
G

Y C

ク

ラ

ク

シ

ョ

ン

R
A

X
O

N
E

も
出
演
し
た
野
外
ラ
イ
ブ
「
苺

Ｊ
Ａ
Ｍ
」
で
、
村
中
町
長
か
ら

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

３
同
郷
会
合
同
ふ
る
さ
と
訪
問

　
８
月
１
日
、
３
つ
の
同
郷
会

員
が
町
を
訪
問
す
る
「
旭
川
・

札
幌
・
東
京
比
布
会
合
同
ふ
る

さ
と
訪
問
」
を
開
催
し
、
町
民

含
む
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ

れ
た
ほ
か
、
小
学
校
跡
地
や
比

布
中
央
学
校
の
見
学
、
比
布
神

社
例
大
祭
の
見
物
な
ど
、
特
別

な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
®
に
認
定

　
８
月
４
日
、
町
体
育
館
で
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
®「
同
時
に
卵

か
け
ご
飯
を
作
っ
た
最
多
人

数
」に
挑
戦
し
、
３
２
５
人
が
成

功
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
挑
戦
は
、
令
和
５
年
11

月
に
行
わ
れ
た
比
布
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
比
布
中
央
学

校
９
年
生
が
「
卵
か
け
ご
飯
で

比
布
町
の
名
を
世
界
に
広
め
よ

う
」
と
町
長
に
提
案
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

ぴ
っ
ぷ
130
年
記
念
事
業

令
和
６
年
、
比
布
町
は
１
３
０
年
を
迎
え
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

数
々
の
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
記
録
を
掲
載
し
ま
す
。

比布町出身の笈川司さん（右）

町内外から327人の挑戦者が集結

町
史
第
４
巻（
平
成
史
）発
刊

　
第
３
巻
（
平
成
９
年
発
行
）

以
降
の
町
の
歩
み
を
記
録
し
た

「
比
布
町
史
第
４
巻（
平
成
史
）」

を
発
行
し
ま
し
た
。

記念メダル（上）
記念パッケージのエレキバン（下）

規
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Ｂ
５
版
・
８
８
４
ペ
ー
ジ

価
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込
）

 

・
比
布
町
民
４
千
円

 

・
同
郷
会
員
５
千
円

 

・
町
外
の
方
６
千
円

　
※
送
料
は
実
費
負
担
（
着
払
い
）

販
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窓
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歴
史
を
訪
ね
て

総　数	 ３，４１３人

　男	 １，６１１人

　女	 １，８０２人

世帯数	 １，７５６世帯

■令和７年１月末日現在

　住民基本台帳等登録数

まちの人口発行・編集

比布町ふるさと通信「ぴぴ」は、比布を離れられた人と比布を結ぶ情報紙です。
みなさまから、町外で暮らしているご家族やご友人へお届けください。

ふるさと通信『ぴぴ』令和７年３月５日発行（通巻第 25号）

■発行　比布町

■編集　総務企画課総合政策室まち発信係

	 〒 078-0392　北海道上川郡比布町北町１丁目２番１号

　☎ 0166-85-2111( 代表 )　0166-85-4802( 総合政策室直通 )

	 □ホームページ　http://www.town.pippu.hokkaido.jp

	 □Ｅ メ ー ル　ichigo@town.pippu.hokkaido.jp

「
ぴ
ぴ
」
と
は
、「
比
布
」
と
い
う
地
名
の
語
源
と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
語
で
す
。
比
布
は
以
前
「
ピ
ピ
」
ま
た
は
「
ピ
プ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

く
る
み
保
育
園
の
歴
史

　
戦
時
体
制
下
の
銃
後
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

応
召
家
庭
（
戦
争
で
家
族
が
出
征
し
た
家
庭
）

の
幼
児
保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
流

れ
の
中
で
、
昭
和
17
年
４
月
に
宮
﨑
光
が
弘
誓

寺
の
本
堂
で
託
児
所
を
開
い
た
こ
と
が
、
後
の

「
く
る
み
保
育
園
」、
そ
し
て
、
本
町
の
児
童
福

祉
施
設
の
始
ま
り
で
す
。

　
終
戦
後
、
昭
和
20
年
10
月
に
こ
の
託
児
所
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
28
年
に
宮
﨑
光
が
近
所

の
主
婦
と
協
力
し
て
再
開
し
、
30
年
に
は
私
財

を
投
じ
て
「
く
る
み
保
育
園
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
無
認
可
で
し
た
が
、

本
格
的
な
保
育
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
次
第
に
入
園
希
望
者
が
増
え
、
通
年
制
の
認

可
保
育
園
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
43

年
12
月
、
社
会
福
祉
法
人
大
悲
会
が
設
立
さ
れ
、

旧
東
園
小
学
校
の
校
舎
を
移
築
改
装
し
て
園
舎

を
整
備
。
翌
年
３
月
に
は
定
員
60
人
の
通
年
制

認
可
保
育
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
定
員
の
増
減
や
園
舎
の
老
朽
化
に
対

応
し
な
が
ら
増
改
築
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

運
営
主
体
で
あ
る
大
悲
会
は
、
新
た
に
園
舎
を

中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
（
旧
児
童
公
園
）
内
に
新

築
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

幼
稚
園
と
保
育
園
の
良
さ
を
併
せ
持
ち
、
教
育

と
保
育
を
一
体
的
に
行
う
「
認
定
こ
ど
も
園
」

を
、
令
和
７
年
４
月
に
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
参
考
・
比
布
町
史
）

社
会
福
祉
法
人
大
悲
会
が
運
営
す
る
「
く
る
み
保
育
園
」
の
新

園
舎
が
完
成
し
、
昨
年
12
月
か
ら
新
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４
月
に
は
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
す

る
予
定
で
、
本
町
の
保
育
環
境
が
よ
り
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ナナプラザの新商品「いちごビネガー」

遊具で遊ぶ園児たち（昭和 39 年撮影）

弘誓寺の本堂横に設けられた遊具で元
気に遊ぶ園児たち。当時の定員は 40
人で、年間 290 日開設されていました。

くるみ保育園新園舎の外観（令和６年 11 月撮影）

木のぬくもりをいっぱいに感じられる園舎に生まれ変わりました。

園舎をリニューアル（平成９年撮影）

老朽化に伴い改築された園舎。改築後
は約 28 年間にわたり使用され、多く
の園児たちの思い出が詰まった場所と
なりました（現在は解体済み）。
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比布町ふるさと通信

2025年号

まちの名前は、人と歴史をつなぐ大切なもの。今までも、そしてこれからも、「ずーっと、ぴっぷ。」
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